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債務負担行為補正

有害鳥獣対策相談等委託

1 概要

イノシシ・シカ等の有害鳥獣対策の柱である、防護対策、棲み分け対策(有害鳥獣が出没し

にくい環境整備)、捕獲対策の3対策を実施するとともに、地域住民が連携した「地域ぐるみに

よる取り組み」を推進し、被害の軽減に努めている。

さらに、捕獲対策として有害鳥獣の個体数を抜本的に減少させるという新たな着眼点に基づ

き、長崎市有害鳥獣対策協議会及び捕獲隊が連携し、計画的な捕獲休制の強化に取り組ん

でいる。

このような中、平成27年度から29年度にかけて、有害鳥獣対策相談等業務委託を実施し、

専門業者による相談受付から迅速な現地調査、捕獲対応、各種被害対策のコンサルティング

並びに地域ぐるみの対策の推進等を実施している。

この分野において、受注業者が少ない中、熊争性を確保しながら、事業者の参入を促すた

めには、複數年による安定した契約が望ましいことから、平成30年度から32年度にかけて債

務負担行為を設定するもの。

事 項
期

平成30年度から

平成32年度まで

間
限度額

(設定額)

2 事業内容

(1)委託内容

①農業者及び市民からの被害相談受付、現地調査

②地域ぐるみによる有害鳥獣対策の取り組みへのコンサルティング業務

③被害相談区域への箱ワナ等の設置、捕獲業務

④農業者等が捕獲した有害鳥獣の止め刺し、回収処理

⑤有害鳥獣被害防止用資材貸与事業に係る申請受付、貸与決定、資材の受け渡し業務

⑥長崎市有害鳥獣対策協議会等関係機関との連携

⑦その他必要な業務

千円

80,514

3 財源内訳

事 業 費

千円

80,514

※年問委託金額:26,8謁千円

国庫支出金

千円

財

地方債

源

千円

内

その他

訳

千円

一般財源

千円

80,514

1



4 平成30年度有害鳥獣対策相談等委託スケジュール(案)

平成29年11月議会

区分

入札準備

開札・契約業者決定

H29.11月

契約

業務引き継ぎ

12月

新契約業者履行開始

H30. 1月 2月 3月

.

4月

.

-2 -
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有害鳥獣対策相談業務委託の実綾(H27~H29)

①農業者及び市民からの被害相談受付、現地調査

被害相談件数

相談内容別

農業被害

生活被害

内容

有害鳥獣種別

イノシシ・シカ

計

カラス・アナグマ等

サル・その他

種類

27年度

地域別

462

415

28年度

三和

計

87フ

茂木

稲佐

27年度

地域名

長崎・浦上

420

式見・三重

29年虜明末)

585

東長崎

1,005

749

琴海

106

外海

28年度

22

87フ

107

(単位:件)

29年度俔込)

288

27年度

819

395

29年圍明刻

175

計

11

1,005

180

169

115

656

28年度

139

266

825

194

29年度俔込)

(単位:件)

125

72

141

4

238

395

29年度明末)

101

36

142

0

531

87フ

271

288

82

138

6

825

63

(単位:件)

29年度俔込)

33

70

1,005

51

0

153

17

129

37

221

3

92

395

280

24

72

6

825

合

合

合



②地域ぐるみによる有害鳥獣対策の取り組みへのコンサルティング業務

捕獲隊結成数

捕獲隊結成数

市内における捕獲隊結成状況

項 目

紬成
年度

H25

埠匡

日

10

27年度

11

式見・三重

12

琴海尾戸地区捕獲隊

13

14

垂三和!

捕獲陛名

泊地区

15

"26

16

嵐甚帽

:コ

擢地区

17

墨嶋・清と

1急

11

19

38

野嘩崎

之0

21

焦1地区

22

帆゛蓄牙廊翌蛸

2き

区分

区捕撲隊

28年度

2'

出置地区捕撲

匡

25

尋痔形と地区

旦岬●躯昏

1地区

嵐異崎

26

'

黒岐地区

重畢■●首胃

墨隊

27

許所

量昆●■■膚

雇餅^喩

2■

際員内訳

置"如牲官

之9

29

置酔■轤冒

地区捕擾獣

30

補励員

置"柚牲冒

地匪捕喪隊

31

H27

入船抽区捕猷

昆一曼爾」

獲啄

コ2

凰罪■智皆

29

33

55

斡見.三茸

小計

畢岬骨匿胃

19

34

※29年度は、9月末現在

太田尾町山Ⅱ

量腐■'■官

嵐異蝿

ヨ5

辱寿戸根剛

(単位:組織)

旦"栴仙冨

匡

31

口

イ沸Jシ

36

辱

且怖●■冒

2息

"

雫1).¥応"

37

=京地区捕撲隙

■冒■

上購・棺田

韻数

29年度

直"物"官

38

形と町

現川

凰梶■●雲

90

将母崎

39

1河内地

シカ

風伸■値冨

70

31

章甚嶋

40

而暫蔓亜コ

太田

上地区

10

',虻γ立.11.J゛添

10

案甚崎

区

41

平成之6年度

厘●物首冨

10

軍甚崎

4之

高倶大地匡

イノシ゛

匡鵬"M言

70

亀.主甲11心,

喪隊

薫甚時

43

'冊皆●冨

区

き口

匡

区

甥母崎

44

撲隊

中尾焦3地区捕騰

45

焦4

シカ

色9

重皐亜壷

中尾焦2地区捕撲隱

撲隊

荏捕瑚鼎

4θ

丘"●■置

68

薫憂崎

47

腔岬地区捕喪臘

区

平成ユ

長岐・瀦上

卓師●置奪

,L゛.舗

4"

イノ三'、t

書焼地区捕喪

是峡・舗上

撹臆

重"●●=

蝿伍^

49

H28

畢"骨■響

7年度

50

1息5

畢伸仙●言

'江轟宅

シカ

東墨酬

51

星●輸胡冒

彦¥挙^

,フ

案甚鴫

52

03

●●南極冒

之地匡

53

平成2

果崎・浦と

置●励賊冒

F";」{'生三1

イノシ:

54

春日地区捕症臆

肺、",1"

置●■賦冒

庫長崎

IB

55

網場地区捕撞隱

表嶋・煽上

区

お年度

邑"■牲冒

56

獲隊

■向価睦冒

蜜"t對怖

シカ

21

57

■"魯■智

45

10

町地区捕獲隊

58

早地区捕獲陞

3

咽"昏置官

地匡捕隊

59

■咋価匿肯

段疉'ι酔

買畳崎

60

叢響消地区捕捷騰

式興・三重

■"写■宥

3

町1丁

61

薫書浦片蜂地偏捕捷喋

墨嶋・浦上

■^頃冨

6之

属""圃冒

2之

6ヨ

■0●冨'

浦上地区

H29

64

尊寓

3

旦"●吋冨

肝母埼

65

旦"=櫨言

肝母峡

旦"柚抽冒

13

,王島

と洞・幅臣

乳"●智言

海村

堂見・三重

旦"個柱冒

獲噂

30

手

嫉以

甚崎・煽上

鼎"晒鯛冒

3

、地区捕獲隊

甚喝・浦と

2

旦向略壁冒

下

王島地区捕撲騰

と浦地区捕覆哮

甚崎・捕上

担"向牲言

区

宿地匡捕捜障

計

5

長崎・煽上

置"加巨冒

以

西山4丁目地区

畳嶋・煽上

■"西蛙冒

6且

=川平尾地区

式見・三量

角"阿匿写

24

[二亘三コ平戚宅,卑度韓●件獄

"

虻見・三重

■"圃置冨

区

場山地区

木場広刈力口美地区捕擢喋

5

■"物竜写

木場古田日恂地区擾隊

丘"個睦奮

30

25

'"●甘罫

の捕盟睡r=即年屋許可南飾なし

泊・小江地区

捕

J、

風"輯●零

血冊智梱冨

25

隱

5

8

旦"粥●言

26

且●■亜冒

71

長押■智盲

27

35

直"楠巨冒

32

ノ、

●"督巨冒

1且

14

直岬諸■言

33

39

11

之白

ス

100

屑"智軍宥

IB

■岬包巨冒

66

19

■"覧■冨

30

12

巨"官首冨

20

19

旦咋●匡盾

20

之1

1之

具"圏彊胃

1之

11

a8

14

60

15

12

13

45

10

20

129

11

39

13

12

78'

13

22

之4

913

26

20

10

2048

4

337 191 30 55皐 B6 724 凹a

池地区

擾喋

干々区

市昆

大山

冒二ー_

=区

牧島

獲蹴

82

4

6

θ3

5

24

92

5

22

2

94

ヨ

章

3

3

2

4

3

5

9

97

'

02

83

之

丑

8

5

02

6

5

捕

7

g

34

04

03

04

0き

8

4

5

5

9

02

8

之之

2

2

4

4

が

B2

舶

72

32

42

9

02

2

B

4

伯

2

23

空

0

02

之

43

訂

君

3

3

即

7

6

詑

7

3

9B

2

6

4

2

2

町

2

4

2

2

鵠

之

96

即

6

44

卵

2

3

佃

3

0

8

訟

0

6

2

9

印

隊

3

4

3

即

隊

B

3

7

訟

喋捜

4

4

浜

邑

価

喋

6

空

65

島

区地

3

4

即

53

2

嵩辱

舶

2

寓外

3

隊

7

郎

住宿

9

4

和

伯

4

3

3

2

8

*或

2

3

扣

ホ躋

5

之

0

打

4

2

2

8

煽外

4

29

犯

看
号

三

22

印

浜

3

皐7

姑

ホ茂

2

4

卵

W

之

0

m

ホ荏

3

之

旭

悔尋

4

3

65

即

燦外

5

?6

伍

大

6

9き

即

淵

米五

7

0

?

餌

B

5

肘

9

矯外

0

02

住冨

97

'

和

4

ホ茂

3

6

撫辱

区

燭卑

石

0

2

和

2

97

手

ホ謡

5

65

匡

2

6

2

4

8

07

2

E

匡

蝋

舶

32

田図

爵尋

42

2

区

石

9

3

3

島富

0

2

隊

田

4

2

和

2

2

合

区

2

2

木珪

瀬

簸

木達

地

木亙

内
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有害鳥獣対策講習会

有害鳥獣対策講習会回数

③被害相談区域への箱ワナ等の設置、捕獲業務

受託者のワナ設置数

捕獲隊安全講習会

項

住民説明会

目

ワナ設置数

項

イノシシ

27年度

シカ

目

アナグマ

その他

受託者の捕獲実緩

62

44

有害鳥獣捕獲数

28年度

18

27年度

有害鳥獣委託業者

④農業者等が捕獲した有害鳥獣の止め刺し、回収処理

目

70

(単位:回)

イノシシ

64

シカ

19

29年度

アナグマ

6

※29年度ぱ、10月現在

5

止め刺し及び回収処分

28年度

13

イノ三ノ三ノ

27年度

0

29

シカ

カラス

27

アナグマ

22

項

2

3,013

タヌキ

3

(単位:基)

その他

目

29年度

0

183

17

合計

⑤有害鳥獣被害防止用資材貸与事業に係る申請受付、貸与決定、資材の受け渡し業務
(有害鳥獣侵入防止柵対策、箱ワナ捕獲技術等現地指導)

88

28年度

2

※29年度は、9月末現在

(単位:頭)

73

22

24

4,フ75

2

有害鳥獣侵入防止柵の補助又は貸与申請者にかかる現地指導件数

27年度

0

215

22

95

指導件数

29年度

0

81

39

※29年度は、9月末現在

96

64

2,187

28年度

0

19

90

33

4

30

184

27

75

70

(単位:回)

29年度

2

37

27年度

4

189

※29年度は、9月末現在

33

52

30

27

28年度

2

0

93

フフ

※29年度は、9月末現在

(単位:件)

29年度
130

項



<参考>

1.有害鳥獣による業被害金額

イノシシ
力ソ

カー ス

アナグマ
ン

ヌキ
ヒヨドリ
の

2,072

317

2.389

21

40273

11493

18106

6568

22

47919

10799

16815

7211

60ρ卯

7619

6127

90186

23

50ρ伽

54285

8322

9752

8119

40ρm

8861

2100

93705

24

30ρm

51900

10443

5824

5596

3662

1093

521

85754

20ρm

25

10,0伽

26671

1 121

3037

4046

4153

1 709

963

80588

2.有害獣相談件数

相談内容別

内容

農業被害

生活被害

合計

26

0

29953

2502

1 937

2410

21年度

4182

27

39057

43571

1267

3835

2497

1037

6234

1815

45888

22年度

卑

21年度
161

191

352

28

3.有害鳥獣捕

ノシシ

円)

37712

1 173

1616

843

23年度

632

2638

1270

55710

22年度

239

305

544

24年度

596

3666

983

48589

23年度

216

511

727

実

獲項目

協諾会捕喪

楠痩陛

25年

有

24年度
208

435

643

個人獲

市委託=専門

イノシシ

シカ

カラス

アナグマ

26年度

n年度

292

旧外商
獄友会
委託 旧琴淘

小計

曇託=市対策協耀会
モー1ι゛ノシシ

25年度

348

369

717

3,384 1,556

241

3.625 1.556

撰平成29年度は、9月末現在

旧畑市

者

27年度

23年度

282

26年度

313

467

780

ン

タヌキ

ヒヨドリ

14

計

猟期捕

(単位;件)

27年度 28年度 29年度
462 420 107

585 288415

877 1,005 395

※29年度は、9月末現在

28年度

179

1 12

33

324

46

676

336

1,012

24年度

124

合

29

計

358

164

82

604

72

987

520

1,507

25年度

21 1

33

31

31

369

192

186

747

30

1,083

430

1,513

26

351

459

148

958

54

1,162

576

1,738

26年度

181

195

74

76

349

173

209

731

27年度

130

560

293

88

561

188

252

1ρ01

舶年度

2,495

728

66

95

舶年度

1,130

419

7

1,257

221

1.478

一
一

テ

一
一

一
一

合

獣
楠



.

,

シカ

捕獲項目

協権会捕獲

儘獲会猟期緊急捕獲

捕撲隊
(免許非所持者従事者蓉認)

市委託"専門業者
獣

個人捕獲

22年度

県委託=市対紫地諾金
イノシシ害射策点雫ギル

猟友会委託

38

23年度

猟期捕獲

託

アナグマ

計

合

68

24年度

7

計

市委託⇔専門業者(有害鳥獣対策相談等委託)

80

79

22

25年崖

9

長崎市有害鳥獣対策チーム(市直営)

134

捕獲項目

101

協議会捕獲

58

カース

44

192

23

26年崖

8

214

162

104

個人補獲

0

捕獲項目

318

35

6

27年度

383

6

255

地議会捕獲

57

含計

210

個人等捕獲

156

30

4.鳥獣侵入防止資材等の貸与実績

129

猟友会委託

411

52

9

28年炭

398

合

24年度

46

282

133

86

計

詑年度

581

1 19

531

ワイヤーメッシユ(m)

29年塵

23

876

25年度

73

電気牧柵器(基)

1,192

93

154

0

23年度

399

19

49

防止ネット(m)

1,186

41

895

2,378

82

441

※平成 28年度までは長崎市の貸与事業として実施していたが、より迅速な被害対策となるよう、平成
29年度からは長崎市有害鳥獣対策協議会の貸与事業として実施。

81

箱わな(基)

26年度

72

29

22年度

86

120

9

24年度

822

25

1,094

561

2

5.侵入防止資材等甍備補助(ν2補助)件数

1,925

796

28

136

27年度

1,362

43

※29年度は、9月末親在

7

25年度

817

70

23年度

866

38

5,450

803

1,627

487

41

28年塵

71

22

平成24年度

1,786

0

30

26年度

550

平成25年度

487

239

平成26年度

713

24年度

1,263

82

29年度

平成27.年廣

8,680

39

63

25

電気牧柵

平成28年崖

27年度

601

2,455

※29年度は、9月末現在

144

※平成28年度までは長崎市の貸与事業として実施していたが、より迅速な被害対策となるよう、平成
29年度からは長崎市有害鳥獣対策協議会の貸与事業として実施。

34

600

合計

1,226

6

284

42

25年度

4

31

21

2,180

0

28年度

870

33

587

32

1,845

ワイヤーメッシユ

1,457

47

148

38

フ73

15

22

26年度

143

29年廣

42

3,050

5

※舶年度は、9月末現在

34

20

19

フ73

417

2,242

26

164

74

20

m

4640

27年度

52

10

4390

1.610

肪止ネット

フフ

417

3

195

290

9

1,969

475

60

13 37フ

3

35

28年度

172

4

5

Π1

200

600

4,994

121

530

箱わな

8

60

9

1 190

0

194

件数

2

17

19

補助額(円)

7

66

34

51

37

54

2646000

85

109

797

2

365

120

000

4 292

000

5 976

16

000

831

000

000

有
害
鳥
獣
捕
獲

有
害



6.ながさき鳥獣被害防止総合対策事業(国庫WM柵設置事業)

◆国庫WM事業実施延長

琴

外

式

上;

H23

茂

田

1490

H24

十

0

※平成26年度までは長崎市が事業主体で実施していたが、平成27年度からは事業採択のポイント
(捕獲活動と一体的に整備など)を上げるため、有害鳥獣対策協議会で実施。

0

22116

上

0

3880

7

0

925

7500

H25

7

0

938

21 541

5370

6,023

0

20802

757フ

7

5342

H26

500

10 718

79804

10418

13173

0

21

5463

14789

630

H27

3083

0

92015

13

5809

0

438

57,898

5049

H28

0

0

22344

90475

13173

970

0

37838

7456

計

329

696

3635

7094

70383

94102

25 027

28

92020

(単位:m)

.

421

22

13538

H29計画

29

122

1 396

178155

60450

803

234068

16.316

尋

50

7405

789

5031

516

460

1 888

18014

202

ノ

69138

12 407

3881

129 509

.

=

、
i

=



被者等からの通報・相から対応までのフロー図

門者(受注者)
従者:5名以上(指監督者1名含む)

(資格条件:1名以上第1 銃猟免許所持者、4名以上わな猟免許所持者)

⑤委託契約
~履行報告

⑧発注者支

市(発注者)
1【対策務】

・地域ぐるみによる取り組みの推進

・庁内対策連絡会議の取り組みの推進

・その他の対策務

6 報・相談

【被現、被害者、被害地】

①支援

表示

^

^

⑦被対応

②急捕獲出動要請

③捕獲等現対応

長崎市有 対策協議会
(相談:8名、隊:160名程度配置)

・被対策の検討

・年を通じた有捕

・緊急捕、緊急被調

・防材等の与

・広域協議会との連など

番号

@鴈X④

表示

市の対策業務

長崎市有害対策協議会の運営

受注者

項目

発注者(市)

④報告

^

^

⑨連

番号

項

・委託契約~行報告

・市民からの通報・相談受付

・現地調査~捕獲集務や対策の助

・地域住民が連携して対策に取り組むことを推進

・地域の会等でのコンサルティング(原因、生態、対策等)

・地城ぐるみの楠(捕獲隊)への安全講習及び捕獲技術指抑

・その他の発注者支橿務

与事業の資材管理・設置指導、市単独補助事業の現地確認等)

・協誰会との連携(捕獲業務の連)

目

⑦

8

9

9

⑤
⑥
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64~65

債務負担行為補正

公益社団法人長崎県林業公社分収造林

事業資金の長崎県に対する損失補償

1 概要

長崎県内の林業開発を行う長崎県林業公社が、造林資金として、利用問伐推進資金を欄

日本政策金融公庫から借り入れる際、長崎県が同公庫との問で損失補償契約を締結してい

るが、同公庫が損失を受けた場合、県がその損失を補償することとされている。

この損失補償は、長崎県が一括して行うものであるが、関係市町は、借り入れ年度の事業

費総額に対する区域内の負担割合により、その額の2分の 1を長崎県に対し補償することと

なるため、債務負担行為を設定するもの。

事 項

2 損失補償額

県が繍日本政策金融公庫との問に締結した、損失補償契約に基づく県の損失発生額に

2 万分の 1,224を乗じた額。

期

平成29年,度から

平成40年度まで

3 長崎市区域内の負担割合の算出

間

事業内容

限度額

(設定・額)

林業基盤整備
(利用問伐推進)

長崎県の損失発

生額に 2 万分の

1,224を乗じた額

林業基盤整備
(利用間伐推進)

号

公庫借入額

※1事業費により算出

公庫借入金

長崎市内事業費相当(琴海)

負担割合@÷⑦
※2森林評価額により算出

公庫借入金

公社全体森林評価額

長崎市内森林評価額

負担割合①÷①

(A)

500.000

長崎市区域内

事業費率

(B)

25,500,000

①

26,000,000

※1

10,000/10,000

4 損失補償期間平成29年度から平成40年度まで

長崎市区域内

事業費

(A) X (B)

※2

1'閃2/10,000

500,000円

500,000円

1.0000

25,500,000円

41,744,453,446円

4,392,570β75円

0.1052

500,000

2,682,000

②

3,182,000

③=②÷①
0.1224

-10-

⑦
⑦

⑰
①
①
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匿1習

設立の経緯

戦後の復興のために無秩序に伐採され荒廃した森林の復旧と高まる木材需要に備えるために、

森林資源の造成及び公益的機能の維持増進を目的として、昭和 33年分収林特別措置法が制定さ

れ、拡大造林が国策として推進されることとなり、昭和36年9月に(社)長崎県県北林業公社が設立さ

れた。その後、昭和44年に名称を件幻長崎県林業公社に変更し、平成23年1月には(社)対馬林業

公社を吸収合併した。

目的

長崎県内の地区において、造林、育林等による森林及び林業に関する事業を行うことにより、森

林資源を造成し、国土を保全し、森林の多目的機能を高揚し、あわせて地元公共施設の整備充実を

図り、もって農山村経済の振輿に資することを目的とする。

林業公社の業務

造林事業は、長期間を要し周到な計画と多くの資金が必要であり、林業公社は、自ら管理できな

い森林所有者に代わり植林から伐採までの森林施業の一切を代行する組織体として創設された。

造林事業は、伐採までの長期問にわたり収入が無く、投資を積み重ねるだけであり、伐採収入があ

るまでの約50~80年間は造林補助金、欄日本政策金融公庫資金、県・市町からの借入金を財源と

して運営し、伐採収入が生じたときに土地所有者に契約で定めた一定割合を交付し、公社の取り分

で借入金の償還に充てる計画である。

組織体制

(1)社員・一長崎県 1、市町 19、森林組合6、合計26 名

(2)役員・一理事長 1、専務理事1、理事11、監事2、合計15名

(3)職員,一職員4、契約職員 12、合計 16名

森林面積等

2

公益社団法人長崎県林業公社の概要

3

4

5

契約面積(ha)

契約件数(件)

契約者数(人)

項目

市町有林(%)

共有林(%)

生産森林組合等(%)

6

経営面積(植栽面積X始)

個人有林(%)

分収率

(D 公有林

(2)個人有林

造林契約期間

平成29年5月31日現在

96.フ

林業公社全体

樹種別

7

14,083

スギ(%)

2,6柁

公社8

公社7

80年

ヒノキ(%)

1,922

市町2

個人3

14.3

長崎市区域

20.4

19.1

1,185

462

1 1,232

324

283

9.0

91.0

12

4

-11

83

1,185

33

所
有
者
別


